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    履 歴 書                                                     2026 年 5 月 18 日 

 

年 月 学 歴 

2003 01 URUBOKKA NATIONAL SCHOOL、スリランカ、小学校（入学） 

2017 12 URUBOKKA NATIONAL SCHOOL、スリランカ、高校（卒業） 

2018 01 EUREKA COMPUTER SCHOOL 専門学校、スリランカ、コンピュータコース（開始） 

2018 12 EUREKA COMPUTER SCHOOL 専門学校、スリランカ、コンピュータコース（修了） 

2019 01 MATARA TEACHNICAL SCHOOL 専門学校、スリランカ、施工管理コース（開始） 

2021 12 MATARA TEACHNICAL SCHOOL 専門学校、スリランカ、施工管理コース（修了） 

2022 01 MATARA TEACHNICAL SCHOOL 専門学校、スリランカ、建設技術ディプロマ（開始） 

2023 12 MATARA TEACHNICAL SCHOOL 専門学校、スリランカ、建設技術ディプロマ（修了） 

  職 歴 

2021 05 GREEN SCENE CONSTRUCTIONS PVT LTD 建設会社、スリランカ 、施工管理研修生

（入社） 

2021 12 GREEN SCENE CONSTRUCTIONS PVT LTD 建設会社、スリランカ 、施工管理研修生

（退社） 

2023 06 PASGODA DIVISIONAL COUNSIL 政府機関、スリランカ、土木技術者（入社） 

2023 12 PASGODA DIVISIONAL COUNSIL 政府機関、スリランカ、土木技術者（退社） 

2024 01 
ISHIKAWA VEGETABLES 農場会社、日本、農業従事者 ～現在至る。 

特定技能（農業）ビザ 有効期限：2027 年 02 月 

フリガナ ルバシンゲ サシカ パワン アカランカ 
 

氏名 RUBASINGE SASHIKA PAWAN AKALANKA 
 

                 1998 年 12 月 22 日生（満 27 歳） 性別 男 

フリガナ 891-2127 カゴシマケン タルミズシ シモミヤチョウ 7 バンチコーポ 

JUN 205 

携帯  

現住所 891-2127 鹿児島県垂水市下宮町 7 番地コーポ JUN 205 TEL +81 70 8595 3650 
 

FAX.  

ふりがな   

連絡先         

 

 

stepupthabi@gmail.com
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自己 PR 

私が来日した理由は、厳しい経済状況にあったスリランカから自立し、

安定した環境の日本で高い技術を身につけ、将来のために尽力したいと

考えたからです。これまで、目標に向けて着実に準備を進めてまいりま

した。言語面では日本語能力試験 N3 を取得し、現在の仕事を通じて、

日々の業務指示やコミュニケーションに困らない実務レベルの日本語力

を培っております。さらに、農業技能測定試験 2号にも合格し、現場の

作業効率を上げるためのフォークリフト免許も取得いたしました。貴社

の素晴らしい環境で、これらの一歩一歩積み上げてきた資格と日本語力

を活かし、安全第一かつ迅速な作業を徹底して日々の業務に貢献したい

と考えております。そして将来的には、日本で 10 年以上長く働き、最

先端の農業技術や経営ノウハウを深く身につけたいと考えております。

その後、スリランカに帰国して自身の農業ビジネスを立ち上げるという

確固たる目標に向け、貴社とともに長く成長していきたいです。 

 

扶養家族(配偶者を除く) 

0 人 

配偶者 

無 

配偶者の扶養義務 

無 

 

本人希望記入欄（特に給料、職種、勤務時間、勤務地、その他についての希望などがあれば記入） 

特にありません。貴社の規定に従います。 

 

 

 

年 月 免許・資格 

2021 12 施工管理国家資格（NVQ）レベル 4（取得） 

2023 10 国際交流基金日本語基礎テスト JFT A2（合格） 

2023 10 農業技能測定試験-耕種農業（合格） 

2023 12 日本語能力試験 N4（合格） 

2023 12 建設技術（NVQ）レベル 5 建設技術（取得） 

2024 12 日本運転免許証（取得） 

2025 11 フォークリフト免許証（取得） 

2025 07 日本語能力試験 N3（合格） 

2026 05 農業技能測定試験 2号-耕種農業（合格） 





国際交流基金日本語基礎テスト 判定結果通知書
Japan Foundation Test for Basic Japanese Notification of assessment results

試験の結果をお知らせします。

Your test results are as follows.

総合得点  : 238 点
Total Score  points

(得点範囲  : 10 - 250 点,
Range of Scores  points

判定基準点  : 200 点)
Passing Score  points

あなたは国際交流基金日本語基礎テストにおいて、ある程度日常会話ができ、生活に支障が

ない程度の日本語能力水準に達していると判定されました。
You were assessed to have reached a level of Japanese language proficiency in Japan Foundation Test for
Basic Japanese to be able to engage in everyday conversation to a certain extent and without difficulties in
daily life.

セクション毎の正答率は次のとおりです。
The percentage of correct answers for each section are as follows.

文字と語彙

Script and Vocabulary

会話と表現

Conversation and Expression

聴解

Listening Comprehension

読解

Reading Comprehension

: 26826159

: RUBASINGE SASHIKA PAWAN
AKALANKA

: Sri Lanka

: 1998/12/22 (yyyy/mm/dd)

: Male

: Sri Lanka

: 2023/10/23 (yyyy/mm/dd)

受験番号 
Registration Number 

氏名 
Name 

国籍 
Nationality 

生年月日 
Date of Birth 

性別 
Sex 

受験地 
Test Location 

受験日 
Test Date 

238

10 250200

100%

83%

100%

100%



●日本語能力水準の考え方

   How to look at the level of Japanese language proficiency

国際交流基金日本語基礎テストは、ある程度日常会話ができ、生活に支障がない程度の日本語能力を有す

るかどうかを判定するものです。

上記の日本語能力の目安として、「JF日本語教育スタンダード」のA2レベルの言語使用者を想定していま
す。

「JF日本語教育スタンダード」の言語熟達度の尺度は、CEFRの６つのレベルに準じています。

Japan Foundation Test for Basic Japanese assesses whether you have the Japanese language proficiency to be able
to engage in everyday conversation to a certain extent and without difficulties in daily life.

As a reference point to the Japanese language proficiency stated above, this corresponds to language users at the
A2 level of the JF Standard for Japanese-Language Education.

The language proficiency scale of the JF Standard for Japanese-Language Education conforms to the six levels of
CEFR.

A2 レベル
ごく基本的な個人的情報や家族情報、買い物、近所、仕事など、直接的関係がある領域に関する、よく使

われる文や表現が理解できる。

簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることができる。

自分の背景や身の回りの状況や、直接的な必要性のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

A2 level
Can understand sentences and frequently used expressions related to areas of most immediate relevance (e.g. very
basic personal and family information, shopping, local geography, employment).

Can communicate in simple and routine tasks requiring a simple and direct exchange of information on familiar and
routine matters.

Can describe in simple terms aspects of his/her background, immediate environment and matters in areas of
immediate need.

CEFRの共通参照レベル：全体的な尺度
The CEFR Global Scale: Common Reference Levels 
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